
１．ワイヤーロープの安全荷重 　　　　　　参考資料：安全法令ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ

　　　　　　文　　　責：松本　芳明

　１）ワイヤーロープ径・吊り角度の安全荷重

　　①安全荷重表

4本吊り

垂直（ｔ） 30゜（ｔ） 60゜（ｔ） 30゜（ｔ）

9 39.9 0.67 1.3 1.3 1.1 2.5 12 1.00
12 71.0 1.20 2.4 2.3 2.0 4.6 16 1.60
16 126.0 2.10 4.2 4.1 3.7 7.9 20 2.50
18 160.0 2.70 5.4 5.2 4.7 10.0 22 3.15
20 197.0 3.30 6.7 6.4 5.8 12.5 26 4.00
25 308.0 5.20 10.0 10.0 9.0 19.7 32 6.30
30 444.0 7.50 15.0 14.0 13.0 28.5 36 8.00
40 789.0 13.00 26.0 25.0 23.0 49.4 48 14.00
50 1230.0 20.00 41.0 40.0 36.0 76.0 65 25.00

　　②吊り角度によるワイヤロープ張力の増加係数
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0 1.00 60 1.16 120 2.00
10 1.005 70 1.22 130 2.37
20 1.02 80 1.31 140 2.93
30 1.04 90 1.41 150 3.86
40 1.07 100 1.56
50 1.10 110 1.74

  ●玉掛用具の安全係数
　　・玉掛用ワイヤロープ　　６以上〈クレーン則213条〉
　　・吊チェーン　　　　　　　　４以上〈クレーン則213条の2第1項1号〉　（引張強さの値が400N/mm2以上）
　　・吊チェーン　　　　　　　　５以上〈クレーン則213条の2第1項2号〉　（引張強さの値が400N/mm

2
以下）

　　・フック、シャックル　　　  ５以上〈クレーン則214条〉

基本安全荷重（ｔ）・・・ ワイヤロープ等の玉掛用具１本または１個を用いて垂直に吊ることができる最大
　　　　　　　　　　　　　　の質量
安全荷重（ｔ）・・・・・・・ ワイヤロープ等の玉掛用具が安全に使用できる限度となる質量
使用荷重（ｔ）・・・・・・・JIS規格において安全に使用できる荷重
切断荷重（KN)・・・・・ ワイヤロープ等の玉掛用具が破断に至るまでの最大荷重
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安全係数・・・・・・・・・ ワイヤロープ等の玉掛用具が破断に至らない荷重を設けるための係数

　２）玉掛け用ワイヤロープの必要な直径は何ｍｍか？

　３）安全に吊れる荷の安全荷重は？

　４）上記での吊角度９０°の場合の安全荷重は？



２．玉掛け作業の安全に係るガイドライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年 2月24日付　基発第96号の2

　１）事業者が講ずべき措置
　　①作業手順、作業計画の作成とその周知徹底
　　②作業配置の決定と玉掛け作業責任者の指名
　　③作業前打合せの実施と指示の周知徹底
　　④玉掛け方法の選定
　　⑤日常の保守点検の実施

　２）玉掛け作業責任者が実施すること
　　①作業指示内容と用具の適否確認及び必要に応じて
 　　　用具の変更、交換
　　②クレーンの据付状況、荷の運搬経路の状況確認と不
 　　　具合・障害物の撤去
　　③適切な玉掛け方法の確認と不適切な場合の改善指示
　　④吊荷の落下の恐れ等不安全な場合の作業中断指示
　　⑤吊荷着地等の措置

　３）玉掛け者が実施すること
　　①適正な用具の準備、点検
　　②吊荷の質量、形状の確認
　　③玉掛け方法の変更要請、用具の交換要請
　　④地切時、安全な場所への退避後、合図者に合図
　　⑤吊荷の安全の確認
　　⑥不安全な場合のやり直し
　　⑦着地場所の状況確認

　４）合図者が実施すること
　　①運転者と玉掛け者が目で確認できる場所で合図
　　②退避状況、荷の運搬経路の安全を確認、運転者に合図
　　③吊荷を誘導中、常に吊荷、運搬経路の安全の監視
　　④吊荷が不安定になったら即座に停止の合図
　　⑤荷受け場所の安全の確認、吊荷の着地の合図
　　⑥クレーン運転者からは、合図の復唱で合図の確認

　５）クレーンの運転者が実施すること
　　①作業開始前の点検
　　②据付地盤の状況の確認、必要に応じて、地盤の補強の
　　　 要請
　　③運搬経路を含む作業範囲の状況を確認、障害物の除去
　　　 等の要請
　　④吊荷の下に作業員が立ち入ったら、直ちに操作の中断、
　　　 退避の確認
　　⑤定格荷重を超える恐れが生じた場合、直ちに操作の中断
　　　 責任者に連絡
　　⑥合図は復唱して確認

*目的：クレーン等の玉掛け作業について安全対策を講じることにより玉掛け作業における労働災害を防止する。


